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報道関係者 各位 

 
ベストプラクティス企業への職場訪問を実施します 

～ 鹿児島労働局長が 南生建設株式会社 を訪問します ～ 

 

 厚生労働省では、「過重労働解消キャンペーン」を毎年 11 月に実施しています。キャ

ンペーンの取組の一つとして、鹿児島労働局長（中所 照仁）が、長時間労働削減に向け

て積極的に取り組んでいる南生建設株式会社（鹿児島市平之町８番 13 号）を「ベストプ

ラクティス企業」と位置付けて訪問し、鹿児島県における積極的な取組事例として紹介い

たします。 

 また、12 月 2 日には、過労死等の防止のための活動を行う民間団体と連携して「過労

死等防止対策推進シンポジウム」を実施いたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Press Release 

令和４年 11 月 11 日（金） 

【照会先】 

鹿児島労働局労働基準部監督課 

監  督  課  長   篠田 雅史 

主任監察監督官  二石 和伸 

報道関係者の登録について 

〇 当日の取材をご希望の場合は、事前申請が必要となりますので、11 月 18 日(金)17：00 

までに、下記へご連絡の上、代表者・人数等をお知らせください。 

℡ 099-223-8277（鹿児島労働局労働基準部監督課 担当：二石） 

○ 当日の撮影・録音等に当たっては、当局の担当者の指示に従ってください。 

○ 上記企業に対する個別のお問い合わせはご遠慮ください。 

【ベストプラクティス企業 職場訪問】 

１ 日 時 令和４年 11 月 22 日（火）10 時 30 分 ～ 11 時 30 分 

２ 訪問場所 南生建設株式会社 

鹿児島市平之町８番 13 号 

３ 取組内容 平成 29 年から働き方改革委員会を設置し継続的に議論を重ねている。 

・年間休日を段階的に増やし労働時間を削減。 

・毎週水曜日に「ノー残業デー」を設定。 

・建設ディレクターを設置し、現場の業務負担を軽減。 

 

【過労死等防止対策推進シンポジウム】 

１ 日 時 令和４年 12 月２日（金）14 時 00 分～16 時 00 分 

２ 場 所 TKP ガーデンシティ鹿児島中央 3F 薩摩ホール 

 [ホームページ] https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo/ 

 



 

 

 
 

鹿児島労働局におけるベストプラクティス職場訪問の状況 

 

１ ベストプラクティス職場訪問 

  毎年 11 月の過重労働解消キャンペーンの一環として、長時間労働削減に積極的に取

り組む県内企業を鹿児島労働局長が訪問し、取組事例を収集し、県内に幅広く広めるこ

とを目的としています。平成 28 年度から実施しています。 

 

２ 令和４年度のベストプラクティス職場訪問 

   訪問企業名 南生建設株式会社（建設業 従業員数 132 名） 

場所    鹿児島市平之町 8 番 13 号 会議室 

   取組内容  平成 29 年から働き方改革委員会を設置し継続的に議論を重ねている。 

・年間休日を段階的に増やし労働時間を削減。 

・毎週水曜日に「ノー残業デー」を設定。 

・建設ディレクターを設置し、現場の業務負担を軽減。 

 

３ 過去の実績 

○ 平成 28 年度 

株式会社プロゴワス（鹿児島市・印刷業・従業員数 68 名） 

・ 平成 28 年 11 月 11 日に訪問 

 

○ 平成 29 年度 

株式会社現場サポート（鹿児島市・システム開発業・従業員数 39 名） 

・ 平成 29 年 11 月 13 日に訪問 

 

○ 平成 30 年度 

町田酒造株式会社（大島郡龍郷町・黒糖焼酎製造業・従業員数 52 名） 

・ 平成 30 年 11 月 15 日に訪問 

 

○ 令和元年度 

富士ゼロックス鹿児島株式会社（鹿児島市・OA 機器販売・従業員数 131 名） 

・ 令和元年 11 月 20 日に訪問 

 

○ 令和２年度 ※実施なし 

 

○ 令和３年度 

株式会社トヨタ車体研究所（霧島市 車体部品の設計等 従業員数 351 名） 

・ 令和３年 11 月５日に訪問 



過労死等
防止対策推進
シンポジウム

参加
無料
事前申込

近年、働き過ぎやパワーハラスメント等の労働問題によって
多くの方の尊い命や心身の健康が損なわれ深刻な社会問題となっています。

本シンポジウムでは有識者や過労死で亡くなられた方のご遺族にも
ご登壇をいただき、過労死等の現状や課題、防止対策について探ります。

過労死をゼロにし、健康で充実して働き続けることのできる社会へ

毎年11月は「過労死等防止啓発月間」です。

過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

新型コロナウイルス感染症の感染防止対策を行い実施いたします。感染拡大の状況により、開催方法が変更になる場合や、参加者数を制限するなど、
規模を縮小して実施する場合があります。最新の情報は特設ホームページにてご確認ください。なお、参加には事前申し込みが必要です。

▼ 特設ホームページはこちら

二次元バーコードを
読み込んで下さい。

TKPガーデンシティ鹿児島中央
3F 薩摩ホール
（鹿児島県鹿児島市中央町26-１ 南国アネックス）

2022年
12月2日（金）
14：00～16：00（受付13：30～）

日時 会場

主催：厚生労働省
後援：鹿児島県
協力：過労死等防止対策推進全国センター、全国過労死を考える家族の会、過労死弁護団全国連絡会議

鹿児島会場



「個人情報の取扱いについて」・ご記入いただいた事項は、過労死等防止対策推進シンポジウムの申込受付業務を目的として使用します。ただし、新型コロナウイルス感染症の感染疑いが生じた場合に、保健所への
情報提供に限り使用します。 ・他の目的ではご本人の同意なく第三者に提供をいたしません。  ・委託運営株式会社プロセスユニークの「個人情報保護方針（https://www.p-unique.co.jp/hp/privacy.html）」に
従い適切な保護措置を講じ、厳重に管理いたします。

●以下の参加申込書に必要事項を記載の上、FAXをお願いいたします。 FAX番号 03-6264-6445
●下記の「個人情報の取扱いについて」に同意の上、ご記入ください。

連 絡 先

企業・団体名

●次の該当する□に✔をお願いいたします。
□ 経営者　　□ 会社員　　□ 公務員　　□ 団体職員　　□ 教職員　　□ 医療関係者　　□ 弁護士
□ 社会保険労務士　  □ パート・アルバイト　　□ 学生　　□ 過労死等の当事者・家族　　
□ その他 ［　　　    　　　　　　　　　　　　　     　　　　　　　　　　　　　　　    　　］

ふりがな

ふりがな

ふりがな

ふりがな

お 名 前

過労死等防止対策推進シンポジウム ［参加申込書］

●FAX：●TEL：
●E-mail：

5名以上のお申込みは、
別紙（様式自由）にて
FAXしてください。

（お問い合わせ先） 厚生労働省シンポジウム事業受託事業者 株式会社プロセスユニーク 電   話：　　0570-070-072 
 E-mail：karoushiboushisympo@p-unique.co.jp

▶新型コロナウイルス感染症の影響により事前申し込みをお願いします。
　尚、定員になり次第締め切りとさせていただきますのでご了承ください。
▶申し込みはWebまたは FAXでお願いします。
▶参加証を発行いたします。当日、受付までお持ちください。
▶定員超過の場合は、電話またはメールでご連絡いたします。
▶連絡先のTEL か E-mail のどちらかは必ずご記入ください。

参加申込について

https://www.p-unique.co.jp/karoushiboushisympo

▼ 特設ホームページはこちら
過労死等防止対策推進シンポジウム 検索

●Webからの申し込み：

二次元バーコードを読み込んで下さい。

TKPガーデンシティ鹿児島中央
3F 薩摩ホール
（鹿児島県鹿児島市中央町26-１ 南国アネックス）
・ＪＲ鹿児島本線 鹿児島中央駅 東口 徒歩３分

会場のご案内

プログラム鹿児島会場
［主催者挨拶］  厚生労働省鹿児島労働局

［基調講演］

 「メンタル不調者を出さない為の
      管理者教育の例 ～産業医の視点から～」
  宮本 俊明 氏 （産業医科大学  産業衛生教授）

［過労死遺族による体験談発表］
  安徳 晴美 氏 （福岡過労死を考える家族の会 代表） 

宮本 俊明 氏
産業医科大学 産業衛生教授

1990年産業医科大学卒。
鉄鋼業の現場における産業医活動の傍ら後進育成
にも熱心に取り組み、2007年に日本産業衛生学会
奨励賞、2013年に中災防の緑十字賞を受賞。産業医科
大学産業衛生教授、労働衛生コンサルタント、医学博士。
2011年度から日本産業衛生学会理事で生涯教育
委員会の他、2014年度から厚生労働省「過労死等
防止対策推進協議会」委員、2019年度から「治療と
職業生活の両立支援対策事業委員会」委員を務める。
2021年度から日本産業衛生学会産業医部会長。

TKPガーデンシティ
鹿児島中央


